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第一章 志賀直哉の〈自己) - <アイデンティティ〉の問題をめくeって












































































































































「綻びのない額縁小説である『濁った頭j (r白樺J 第 2 巻第 4 号、明治44年 4 月)や美しく追憶謹で














































































































〈行為) <空間) <関係) <気分〉等との相関において、また「自己語り」ゃ「日記J r告白」その他の語
りの形式に着目することによって、志賀テクストにおける「自己」の諸相を分析している。近年の志賀
直哉研究においては多様な観点と方法に基づくテクスト分析が旺盛に進められているが、本論は志賀の
文学的始発の時点における「自己」をめぐる問題の重要性を改めて確認し、今後の志賀研究の更なる進
展の方向を示唆している。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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